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〈ろうきん〉は、人と人、人と地域をつなぐ共生社会の実現を目指してまいります。

２０１９年度は、社会貢献活動の一環として、〈ろうきん〉本・支店が実施したキャンペーンやイベント等の
取組状況と連動した寄付活動を展開し、地域・社会に貢献する活動を行う団体などへ合計１５８万７３４円の
寄付を行いました。このほかに、総額６３万円相当の物品寄付を行いました。

地域社会がつながる活動

●地域貢献活動を行う団体への寄付
2020年6月、新潟県フードバンク連絡協議会で実施している、ひとり親家庭に

宅配便で食品を送る緊急対策「子どもの未来応援プロジェクト」の趣旨に賛同し、
新型コロナウイルス感染拡大に伴い、生活が困難となっている世帯を支援する目
的で、同協議会への寄付を実施しました。

「いじめ見逃しゼロ県民運動」に協力しています
「深めよう 絆 にいがた県民会議」※が実施する「いじめ見逃
しゼロ県民運動」は学校・家庭・地域社会が連携し、児童生徒
の社会性を育てると同時に、「いじめ見逃しゼロ」の意識を共
有し、それぞれの立場で児童生徒に関わることを目的として
います。ろうきんは「県民サポーター募集」活動をはじめ、全営
業店にポスター等を掲示し、お客様へ「県民サポーター」登録
の呼び掛けをするなど各種取組みに協力しています。
※「深めよう 絆 にいがた県民会議」とは、県教育委員会をはじめ、県議
会やマスメディア、PTA連合会、校長会など、県内各界の５６の団体、
および運動の趣旨に賛同する企業等によって構成された組織です。

消費者教育教材資料表彰２０１９理事長賞を受賞
SNSやスマートフォンの安全な使い方を考えるDVD

「考えてみようSNSやスマホとの付き合い方」を作成して
県内全小中学校へ無償配付し、実際に多くの学校で授業に
活用されています。
このDVDは、教育現場で効果的に活用できる教育資料

として評価され、公益財団法人消費者教育支援センターが
主催する「消費者教育教材資料表彰２０１９」において理事長
賞を受賞しました。

寄付金目録の贈呈式

地域社会のために

支店窓口にてお客様へ
も県民サポーター登録
の協力を呼び掛け

2019年9月 県民の集いを
長岡リリックホールにて開催

大人がスマートフォンを「使わせない」ではなく
子どもが「使い方」を考える内容

動画再生はこちらから
新潟ろうきん

YouTube公式チャンネル

●子どもたちの暮らしを守る活動
あんしん
ポイント

社会的役割の発揮と貢献活動
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●社会福祉法人「新潟いのちの電話」への寄付
新潟いのちの電話は、1984年に始められたボランティア

による電話相談活動で、行政や民間の諸機関と連携して自
殺予防に関する相談活動や啓発活動を実施しています。
〈ろうきん〉は、同団体に対して毎年寄付を行っています。

●「ピンクリボン運動」への寄付
乳がんの早期発見・早期受診・早期治療の大切さを伝え

る、「ピンクリボン運動」。〈新潟ろうきん〉はその趣旨に賛
同し、お客様に参加いただく社会貢献活動として、「ピンク
リボン運動」を応援しています。

●ろうきんえくぼの会
ろうきんえくぼの会は、〈ろうきん〉役職員が、地域福祉

施設等への寄付・支援等を行うことを目的として2003年
に設立した団体です。
これまでに、あしなが育英会や公益財団法人新潟県交通

遺児基金、災害地等への寄付を行ってきました。これまでの
寄付総額は、1,319万5,555円となりました。

地域のボランティア団体等への寄付活動

〈新潟ろうきん〉のATMで、〈新潟ろうきん〉
のキャッシュカードをご利用いただくと普通
預金からのお引出し1回につき1円を〈新潟
ろうきん〉が拠出し、新潟県内等でピンクリボン
運動を支援している団体に寄付いたします。

Niigata
Rokin

2016年から取組みを開始し、2019年度は、
104万6,989円の寄付を行うことができま
した。また、この取組開始からの寄付総額は、
336万325円となりました。

寄付総額 1,319万5,555円

●「愛のかけ橋バザー＆フェスタ」への協力
愛のかけ橋バザー＆フェスタ

は、新潟国際ボランティアセン
ターが実施する新潟発の国際協
力活動です。
〈ろうきん〉では、同イベント
に対し、役職員から日用品の寄
付を募り、バザー商品の提供を
行っています。

●地域の祭りなどへの協賛
地元のサッカーチームや地域のイベントなどに協賛して

いるほか、地域の祭りなどにも参加し、地域の皆様との親密
な関係づくりにつとめています。

地域の皆様と共に

新潟まつり

●公益財団法人新潟県交通遺児基金への寄付
2006年から、マイカーローンご利用1件につき100円

を、公益財団法人新潟県交通遺児基金等に寄付する取組
みを行っています。また、マイカーローンご利用の皆様に
も50円または100円のワンコイン募金をよびかけてい
ます。
その結果、2019年度は、95万4,390円の寄付を行うこ

とができました。また、この取組開始からの寄付総額は、
898万7,859円となりました。

子どもたちの未来のために

１９８３年に、当時の高度経済成長に伴う勤労者ニーズの多様化や、労働金庫事業の範囲を超えたサービスへの期待の
高まりを受け、〈新潟ろうきん〉が創立３０周年記念事業として設立した団体です。
〈新潟ろうきん福祉財団〉は、〈新潟ろうきん〉からの寄付金をもとに、広く県民の暮らしの向上と福祉の増進に役立つ
ことを目的にさまざまな事業を展開しています。
一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団　〒950-0965　新潟市中央区新光町6番地2　勤労福祉会館4階　TEL 025-288-5273

〈一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団〉とは？

●青少年スポーツ事業への支援
スポーツを通じた青少年の健全育成の一翼を担い、地域

社会に貢献するため、「TeNYちびっこミニサッカーフェスタ
U-10」に協賛しています。

●高校生への奨学金の給付
経済的な事情によりお子様の高等学校等への就学が困難

な家庭を支援することで、お子様の就学と健全な育成をは
かることを目的に、2013年度から、返還義務のない給付型
の奨学金の給付を行っています。
2019年度募集では、新たに30名の方に奨学金を給付し、

これまでに延べ210名の高校生を支援しています。
2019年度寄付金額 95万4,390円

ろうきん財団

ろうきん財団
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●ＮＰＯ法人や社会福祉法人など非営利協同セクターへの融資
地域社会が抱えているさまざまな課題を解決し、安心して暮

らせる地域づくりを行うＮＰＯ法人や社会福祉法人、生活協同
組合などの非営利法人の活動を支援するための資金の融資を
行っています。当金庫では、設備資金や運転資金などの幅広い
資金ニーズにお応えするため、お借り入れ方法もご要望に沿え
るよう柔軟に対応しているほか、創業資金のご相談も承ってい
ます。2019年度は16件2億9,555万円の利用がありました。
またＮＰＯ法人には、新潟ＮＰＯ協会と連携した「ＮＰＯ応援

ローン」を準備しており、資金需要に適切な相談を行うととも
に、手続きを簡素化するなど、利用しやすい制度としています。
さらに、ＮＰＯ法人や社会福祉法人等で働く人の当金庫利用

も促進することで、法人に関わる皆様のお役に立てるよう、心掛
けています。

NPO等を支援し、これら団体の発展と県民の福祉向上を目的として、2003年度からNPO等への助成を行っています。

ＮＰＯ等の市民活動団体は、行政や一般企業では手の届かない福祉、環境、子どもの育成、まちづくり
など、さまざまな分野で活動を行っています。
〈新潟ろうきん〉と〈新潟ろうきん福祉財団〉は、新潟県内で活動するＮＰＯ等をさまざまな形で支援す
ることで、これら団体の発展と県民の福祉向上を目指しています。

ＮＰＯ等への支援

●NPO等への助成

　本事業は、NPO等市民活動団体の支援を通して、広く県民勤労者をはじめとする県民福祉の向上を
図ることを目的に2003年度から実施しています。
　本年度も、ＮＰＯや市民活動団体から５２件の申込がありました。助成先の選考にあたっては、4月
20日（土）に書類選考会を行い、5月19日（日）に、書類選考を通過した団体のうち７団体から助成事業
のプレゼンテーションによる面接選考会を行いました。選考の結果、16団体に対し総額795万円の助
成を行うことを決定しました。

（一財）新潟ろうきん福祉財団は、新潟県労働金庫が創立 30 周年を記念して、
1983 年に設立した一般財団法人です。当財団は、広く県民の暮らしの向上
と福祉の増進に役立つことを目的として NPO 等助成事業のほかにも、自立
した持続可能な地域社会創造事業、高校生奨学金給付事業、大学生奨学金給
付・貸与事業、ワーク＆ライフフォーラム・セミナー開催事業、文化講演会
等開催事業、ライフプランセミナー開催事業、調査研究事業を実施しています。

一般財団法人 新潟ろうきん福祉財団
〒950-0965 新潟市中央区新光町6番地2  勤労福祉会館4階  TEL025（288）5273  URL http://www.zaidan-hukushi.or.jp

■応募団体の主な活動分野（応募総数52団体）
活動分野テーマ分類 件 数

保健･医療又は福祉の増進を図る活動
まちづくりの推進を図る活動
子どもの健全育成を図る活動
環境の保全を図る活動
学術・文化･芸術又はスポーツの振興を図る活動
その他 
　　　　　  　  　 合　　計

18
9
7
5
4
9
52

■実績累計
応募団体 助成団体 助成金額（万円）

　900
53
69
52

1,074

269
18
24
16
327

2016年度までの累計
2017年度
2018年度
2019年度
総累計

12,774.1　
902.3　
937.5　
795.0　

15,408.9   

■選考委員 （順不同・敬称略）

牧野　茂夫（選考委員長）
丸山　　仁（副選考委員長）
阿部　義暁
石本　貴之
蒲木　みゆき
加瀬　由紀子
小池　由佳
近藤　尚仁

所　　属氏　　名
（一社）新潟県労働者福祉協議会
社会福祉法人けやき福祉会
新潟日報社報道部
認定NPO法人新潟NPO協会
新発田市役所
環境カウンセラー協会
新潟県立大学
認定NPO法人くびき野NPOサポートセンター

総額総額
（一財）新潟ろうきん福祉財団（一財）新潟ろうきん福祉財団 2019年度「NPO等助成事業」

795万円の79797979797979797979797 555555555万円の万円の万円の万円のののの万円の795万円の
16団体16 団 体

NPO法人フードバンクにいがたは、知名度が増加し支援を希
望する団体が増えていることを受け、広報活動用のパンフレ
ットやチラシを刷新しました。また、他団体と連携し「母子家
庭世帯への食料支援事業」も新潟市東区にて開始しました。

▲

過去８回総額３００万円近い助成を当財団
から受け、日本語を母語としない児童生
徒の学習支援や保護者に対する助言な
どを行っている「りてらこや新潟」。かつ
て、県内の学校に通っていた若者へのイ
ンタビュー形式で、日本にきてどのよう
に学び生活してきたのかをつづった「元『
外国につながる子ども』の奮闘記」を
Amazonから出版しました。

◀

▲４月末の成果報告会、５月末の面接選考会ともに、
　新潟市内にて公開で開催しています。

これまでの
助成団体の活動

ＮＰＯを設立した！ 事業を進めるための資金が足りないな…

活動も軌道にのってきた！ もう少し安定的に事業を運営したいけど、資金が足りないな…

さらに

NPO法人のほか、社会福祉法人、社団法人、
生活協同組合等の資金ニーズにもお応えします！

2019年度の実績

助成団体数 16団体

助成総額 795万円

本事業開始からの累計

助成団体数 327団体

助成総額 1億5,408万9千円 助成金交付式
（2019年6月24日）

※NPO応援ローンおよびその他の融資制度、融資金利などの詳細は、フリーダイヤル ０１２０-１９１-８８０（平日・土曜・日曜９：００～１７：００）
にお問い合わせください。

●融資制度ご利用団体への助成
ローンをご利用中のNPO法人に対し、融資金の利子補給助成をしています。
2019年度は、6団体に総額13万1千円の助成を行いました。

ろうきん財団

ろうきん財団

注目！

社会的役割の発揮と貢献活動
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●ＮＰＯ等への寄付制度

●「ＮＰＯ融資相談サロン」への協力
新潟ＮＰＯ協会が毎月第４木曜日に開催している「ＮＰＯ融資相談サロン」に金融機関として協力し、融資相談だけでなく、資金調達および

事業運営全般についての相談に対応しました。

●中間支援組織との意見交換会の開催
行政、地域、NPO団体をつなぎ、さまざまな市民活動を支援する県内の中間支援組織の皆様から一堂に会していただき、意見交換

会を毎年開催しています。
2019年度は、各団体や地域の課題・要望や、連携のあり方等について意見交換を行いました。

寄付を通じてＮＰＯ等を支援したいお客様のために、普通預金口座から定期的にＮＰＯ等への寄付金を自動振替する寄付制度「新潟
ろうきんＮＰＯ寄付システム」を取り扱っています。
「にいがたＮＰＯ基金」を通じて寄付する方法と、寄付対象となっているNPOへ直接寄付する方法の２つがあります。
「にいがたＮＰＯ基金」を通じた寄付の場合、集まった寄付金は「にいがたＮＰＯ基金」が管理し、事業の社会的意義、公益性、情報の公開
性、会計の透明性などに基づき、「にいがたＮＰＯ基金」の選考委員会で選考されたNPO等へ寄付配分されます。

●にいがたＮＰＯカレッジの開催
新潟県および新潟ＮＰＯ協会との協働により、ＮＰＯ等の自立と持続的運

営を目的として「にいがたＮＰＯカレッジ」を２０１７年度から開催しています。
2019年度は団体の信頼性を高める「マネジメント力強化コース」、団体の持
続性を高める「経営力強化コース」の２コースを用意し、多くの方からご参加
いただきました。
このにいがたＮＰＯカレッジへの参加を契機とした参加団体同士の事業連

携が行われるなど、更なる広がりが生まれています。

ＮＰＯの経営について相談したいな…

活動するＮＰＯ等に何か協力したいな…

●にいがたソーシャルビジネス支援ネットワークへの参画
「にいがたソーシャルビジネス支援ネットワーク(愛称：ＳＩＰ)」は、地域社会の課題をビジネスの手法で解決しようとする社会的企業
やＮＰＯ等が抱える経営上の課題について、地域の支援機関が連携してサポートするネットワークです。
相談内容により、加盟団体に取り次ぐなど、ワンストップでのサービスを提供しています。

（構成団体）
新潟県労働金庫、新潟ろうきん福祉財団、新潟ＮＰＯ協会、新潟県行政書士会、関東信越税理士会新潟県支部連合会、日本政策金融公庫、
新潟日報社、新潟県県民生活課
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●２０１９地域ワーク＆ライフセミナー
  （長岡会場、柏崎会場）

県内２地域において、地域住民の福祉向上と安心・安全な
暮らしづくりを目的とした地域セミナーを開催しました。
両会場とも、市民団体メンバーの参加も多く、お互いの

理解を深め、交流をはかることができました。

長岡会場

県民の暮らしに関わる諸問題・課題を共有し、県民の福祉向上と安心・安全な暮らしづくりを目的として、
県内全域の勤労者・労働者福祉団体・NPO・自治体等の関係者が一堂に会して連携・交流する活動を展開
しています。
２０１９年度は、県内全域を対象とするフォーラムを新潟市で、また、各地域を対象とするセミナーを県内２
カ所で開催しました。

県民・勤労者の福祉向上のために

●２０１９にいがたワーク＆ライフフォーラムｉｎ新潟
「連帯・共同でつくる安心・共生の福祉社会の実現に向
けて」をテーマとして、新潟市を会場に、９月２８日に第７回
フォーラムを開催しました。
女優であり短期大学客員教授でもある菊池桃子氏によ

る記念講演「共に働き、共に生きる～新しい時代に伝えたい
言葉～」や、県内で活躍する団体によるセッションを実施し
ました。
参加型のワークショップや体験

交流の講座もあり、女性の参加
者が増加するなど、運動の拡大・
実践をはかることができました。

ろうきん財団

●新潟県地域づくり巡回講座（にいがた旬塾２０１９）の開催
地域づくりの現場で活かせる

知識の習得と参加者相互のネッ
トワークづくりなどを目的として、
新潟県内３カ所で「新潟県地域づ
くり巡回講座（にいがた旬塾２０１９）
を開催し、延べ９８名の方からご参
加いただきました。

●地域づくりコーディネーター養成講座の開催
地域づくりに関わる実践的な

コーディネート技術を学ぶ機会
を提供し、自立した持続可能な
地域社会を創造していく担い手
としての人材育成を目的として、
４日間にわたり「地域づくりコー
ディネーター養成講座」を開催し
ました。

●地域づくりセミナーの開催
地域社会創造助成事業の助成団体・関連団体、地元住民

とのネットワーク作りを目的として、十日町市において、２
日間にわたり、消費生活、家族、若者、階層、都市などの研
究を踏まえ、新しい時代を予測し社会デザインを提案して
いるカルチャースタディーズ研究所の三浦展氏を講師に
お招きし、セミナーを
開催しました。

地域社会創造のために

●地域社会創造を推進する団体への助成
地域おこしや地域資源を活用したコミュニティビジネ

スの振興などを通じて地域の暮らしを支え、伝統文化を
維持し、農地の管理や森林の保全を通して自然環境を守
るなど、地域社会を創造する団体への助成をおこなって
います。（地域社会創造助成事業）

2019年度の実績

助成団体数 9団体

助成総額 766万円

本事業開始からの累計

助成団体数 延べ66団体

助成総額 7,192万円 助成交付式（2019年9月25日） 地域づくりセミナーin十日町

ろうきん財団

社会的役割の発揮と貢献活動
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冷暖房の適正温度設定やクールビズの実践、グリーン商品の購入など、省エネ・省資源につとめ、環境
負荷軽減をはかっています。また「にいがた緑の百年物語」（緑の募金）に協賛しています。

環境への負荷に配慮した取組み

「ろうきん森の学校」は、労働金庫連合会が創立５０周年記念社会貢献活動として、豊かな森の再
生と環境問題に取り組む人材育成を目指し、「森を育む」「人を育む」「森で遊ぶ」を活動の柱として、
２００５年１０月に開校しました。２０１５年からは、富士山・福島・広島の３地区に新潟（魚沼）・岐阜の２
地区を加えた全国５地区に拡大し、各地区のＮＰＯ法人とともに地域と連携した活動を行っています。
なお、新潟地区については、２０１９年７月からは、「上越市くわどり市民の森」エリアを拠点として
活動している「ＮＰＯ法人かみえちご山里ファン倶楽部」の環境教育事業の協力に移行し、地域との
つながりを大切にした自然環境保護の活動に、ろうきん職員とその家族だけでなく会員組合員の皆
様とともに参加しています。
また、ろうきん森の学校の活動は、2015年に、「国連生物多様性の１０年日本委員会」の連携事業

として認定されました。

ろうきん森の学校

自然環境と共存しながら社会とともに発展することを目的に、環境負荷の軽減につとめています。

●教育セミナー
NSGアカデミー東進衛星予備校と共同で県内の主に高

校生の子どもを持つ世帯への有益な情報提供を目的に、
県内4会場にて大学入試制度とその対策、教育資金計画を
テーマとした教育セミナーを開催しました。

●女性のための節約セミナー
働く女性や育児等でがんばっている女性を応援し、女性

の幸せとその家族の幸せの実現を目的として、働く子育て
世代の女性へ向けたマネーセミナーを県内3会場で開催
しました。

働く人たちとその家族、そして地域の皆様のために、暮らしに役立つ情報を各種セミナーを通じてお届けしました。

セミナー等の開催

すべての人にやさしい店舗づくり

●資産形成セミナー　　
●その他のセミナー（生涯生活設計セミナー・セカンドライフセミナー）

●金融トラブル防止・啓発に係るセミナー

森を
   育む

人を
   育む

森で
   遊ぶ

環境のために

お身体の不自由な方やご高齢の方など、すべての人に安心してご来店・ご利用いただけるよう、さま
ざまな取組みを実施しています。

● 職員による代筆・代読など、各種手続きをお手伝いしています。
● 視覚に障がいがある方が窓口での振込手続きを希望され
た場合は、ATM利用時と同額の振込手数料でお手続き
いただけます。

● ATMにはハンドセット（受話器）による音声案内機能を導入
しています。

● 点字ブロックを全営業店に敷設し、ご来店いただきやす
い環境を整えています。

● 点字による残高通知および預金取引明細を発行しています。
● 車椅子を全営業店に配備しています。

● 車椅子の方もご来店いただきやすいよう、スロープや手す
りなどを設置しています。

● 車椅子のままご記入いただける筆記台を設置しています。
● 「耳マーク表示板」を全営業店に設置し、聴覚に障がいがあ
る方から筆談等で用件を承ります。また、ご希望により、聴
覚に障がいがある方の通帳に「耳マークシール」を貼付してい
ます。

● 聴覚に障がいがある方や、声を出しづらい方のための電子
メモパッドを全営業店に配備しています。

● 障がいがある方の対応について、職員研修を全営業店で
実施しています。
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